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作し やす い。

フロ ント 式セ ル使 いや すい 大型 フロ ント 式セ ル

フ コッ キン グレ フコ ッキ ング レバ ーは 2操 作に

より フィ ルム の巻 上げ とシ ャツ

ター チャ ージ がで きま す。

二重 露出 完全 防止 。

裏 蓋を 開く と自 動的 にス ター ト

マ ーク に戻 り撮 影は 自動 的に 表

示 され る1 より 始め られ ます 。

フ ィル ム巻 戻し に際 し巻 戻し ボ

タ ンは 一度 押す だけ で巻 戻し が

で きセ ルフ コッ キン グレ バー を

チ ャー ジす るこ とに より 巻戻 し

ボ タン は元 に戻 りま す。

撮影 済み のフ ィル ムは 堅牢 で使
いよ い巻 戻し クラ ンク によ り迅

速に 巻戻 しが でき ます 。

セ ルフ タイ マー レバ ーを チャ ー

ジ して レリ ーズ を押 せば 約1 0秒

後に シャ ッタ ーが きれ ます 。

フ ィル ムが 経済 的で 光線 もれ ス

リ 傷な どの 故障 のな いコ ニカ 専

用 マガ ジン が使 えま す。

35 .5 mm ねじ 込み 式専 用フ ィル ター

37 mm かぶ せ式 専用 フー ド

1 33 ×8 1× 65 mm

80 0g

オー トマ チッ ク
フ ィル ムカ ウレ
タ2 8短 辺

セ イコ ーシ ャM XL

B1 .2 .5 .1 0. 25 -5 01 00 -2 50 -5 00
MF Xの シン クロ 切替 レバ ー

操 作に より 各種 フラ ッシ ュ

ブお よび スト ロボ に対 しす べて
のシ ャッ ター 速度 で同 調撮 影が

でき ます 。

使 いよ い等 倍率 ファ イン ダー で
フ レー ム採 光窓 が設 けて ある の

で 撮影 画面 は見 易い ブラ イト フ

レ ーム で明 確に 区切 られ て見 え

し かも パラ ラッ クス 完全 自動 修

正 装置 を内 蔵し た画 期的 な一 眼

二 重像 合致 式連 動距 離計 ファ イ

ン ダー 光学 系は プリ ズム ブロ ッ

ク 構成 のた め堅 牢高 精度 。

ラ イト バリ ュー 目盛 · シ ャッ タ
- 速度 目盛 ·絞 り目 盛す べて 上

部 表示 にな って おり 見や すく 操

シ ャッ ター
巻戻 しボ タン の

自 動解 除

堅 牢な スピ ード

リワ イン ダー
画期 的な 距離 計

フ ァイ ンダ ー
セ ルフ タイ マー

ビル ト イ ン

専 用マ ガジ ン

使 用 可 能

操 作し やす い

ラ イト バリ ュー

シ ス テ ム

フィ ルタ ー

フ ー ド

カメ ラの 大き さ

カ メラ の重 量
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各部 の名 称

フ レー ム採 光窓
アク セサ リー シュ ー

絞 り· シャ ッタ ー共 通指 標 裏 蓋
距 離計 窓

被 写界 深度 目盛

ボデ ィレ リー ズボ タン 距離 計フ ァイ ンダ ー窓

フィ ルム カウ ンタ ー 巻 戻し クラ ンク 圧板

フィ ルム 巻取 り
ス プー ル

ス プロ ケッ ト

ア イピ ース

巻戻 しボ タン

スト ラッ プ
取 付環

te ルフ コッ キン グ
レ バー 三脚 用ね じ穴

セル フタ イマ ー
レ バー ライ トバ リュ ー

リ ング
フラ ッシ ュ接 続プ ラグ

ライ トバ リュ ー目 盛
シ ンク ロ切 替レ バー

ロッ クつ まみ
焦点 調節 レバ ー フ ィル ムチ ャン バー几



コ ニ カ 1 11 A

各 部の 名称
レ

シ ャ ッ タ

採 光式 ブラ イ ト フレ ーム ファ イン ダー

フロ ント 式セ ルフ コッ キン グレ バ

オ ート マチ ック フィ ルム カウ ンタ

フィ ルム の入 れ万

裏蓋 の開 閉

フ ィル ムの 入れ 方
フ ィル ム巻 上げ の良 否
フ ィル ムイ ンジ ケー タ

撮

撮影 の順 序

カ メラ の構 え方

焦点 の合 わせ 方と ファ イン ダー の見 方
ラ イ ト バリ ュー の調 節

絞 りと シャ ッタ ー旧 来の 使い 方
セ ルフ タイ マー の使 い方 ..

被写 界深 度

ケ ーブ ルレ リー ズの 使い 方

赤 外補 正マ ーク

フラ ッシ ュ同 調撮 影
フ ラッ シュ 同調 テス ト

フ ィル ムの 巻戻 し
マ ガジ ンと フィ ルム のつ め方

カメ ラの 手入 れ
被 写界 深度 表

ヘ キサ ノン F2 48 mm 構成 図

レ ンズ はカ メラ の生 命で す。 コニ カI IA には 小西

六が 独得 の設 計を 誇る ヘキ サノ ンF /2 48 mm が付

けら れて いま す。 5群 6枚 より なる 構成 で諸 収差

はき わめ て少 なく 、 中 心部 はも ちろ ん周 辺部 にお

いて も非 常に すぐ れた 描写 力を もち 、 画 像の きり

こみ がよ いの で明 快な 写真 を得 るこ とが でき ます 。

そ して ヘキ サノ ン 4 8m mレ ンズ には 改良 アン

バー コー テッ ドが ほど こし てあ りま す。 改良 アン

バー コー テッ ドに より 、 レ ンズ 構成 全体 を通 して

フィ ルム に到 達す る光 は完 全な 自然 光と なる ので 、

カ ラー 写真 にお いて は正 しい 色彩 が美 しく 再現 さ

れ 、 白 黒フ ィル ムの 場合 は黄 ·赤 · 緑 など の各 種

フ ィル ター の効 果を より いっ そう 発揮 しま す。
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シ ャ ッ タ ー
採 光式 ブラ イト フレ ーム

ファ イン ダー

61 10 5

コ ニカ ⅢA に装 備さ れて いる セイ コー シャ MX L

秒 の各 速度 を有 し、 ライ トバ リュ ー( 光值 数)

シス テム にな って おり ます から 、 撮 影に あた って

適正 なラ イト バリ ュー を指 標に セッ トす れば 、幾

とお りも のシ ャッ ター 速度 と絞 りの 組合 せが 自動

的に 得ら れま す。 フラ ッシ ュ同 調装 置は M- F.

Xの 接点 があ るの で、 この 切替 えに より M級 ·F 級

の フラ ッシ ュバ ルブ およ びス トロ ボ( 閃光 放電 管)

でも 最高 速度 の 秒 まで 全秒 時の 完全 同調 が可

能で あり ます 。 そ のシ ンク ロ効 果は きわ めて 優秀

であ り、 フラ ッシ ュバ ルブ の光 量を 最も 有効 に活

用で きま す。

ファ イン ダー は等 倍率 であ り、 二重 像合 致式 連

動 距離 計を 組込 んだ 一眼 式で 、 フ レー ム採 光窓 が

設 けて ある ため 見易 いブ ライ トフ レー ム( 光像 枠)

によ って 撮影 画面 を明 確に 示し 、 パ ララ ック ス完

全自 動修 正装 置を 内蔵 した 画期 的な 距離 計フ ァイ

ンダ ーで す。 光学 系は プリ ズム ブロ ック で構 成さ

れて いる ため 堅牢 高精 度で あり 、 距 離計 の半 透明

鏡に は特 許( 第1 84 79 7号 ) に よる 五層 膜の 補色 距

離 計を 使用 して おり ます 。 こ れは 光の 干渉 によ る

增 透、 增反 射を 応用 した もの で二 重像 は非 常に 明

る く、 黄色 と紫 色の 完全 な補 色に 見え るの で、 二

重 像の ズレ が明 確で あり 、 合 致し たと きは 自然 光

と なる ので 判定 がき わめ て正 確容 易で あり ます 。



フロ ント 式セ ルフ コッ キン グレ バー オー トマ チッ クフ ィル ムカ ウン ター

90 34

8ヤ

コニ カI II Aは 独特 のフ ロン ト式 大型 レバ ーで フィ

ルム を巻 上げ 、 同 時に シャ ッタ ーチ ャー ジを 行う

セル フコ ッキ ング 式で 、縦 横い ずれ の撮 影に も姿

勢を くず さず に連 続速 写が でき ます 。 レ バー は2

回押 し下 げる とフ ィル ムが 1枚 分送 られ 、 同 時に

シャ ッタ ーが チャ ージ され ます 。作 動す る角 度は

44 度で 、 1 回目 でフ ィル ム半 分が 送ら れシ ャッ タ

ー がチ ャー ジさ れ、 2回 目で 残り のフ ィル ムが 送

ら れレ リー ズボ タン も解 除さ れ、 そし てフ ィル ム

カ ウン ター が1 目盛 動く よう にな って いま す。 こ

の 2操 作が 完了 しな いと シャ ッタ ーを きる こと が

で きま せん から 、 完 全に 二重 露出 が防 止さ れま す。

カメ ラの 裏蓋 を開 くこ とに よっ てフ ィル ムカ ウ

ン ター は自 動的 にス ター トマ ーク に戻 りま す。 カ

メ ラの 裏蓋 を閉 じ、 セル フコ ッキ ング レバ ーを チ

ャ ージ する こと によ って フィ ルム カウ ンタ ーは 動

き 出し ます から 、 撮 影は 自動 的に 表示 され る1 よ

り 始め れば よい こと にな りま す。 その ため フィ ル

ム を装 てん して から 、 枚 数目 盛を 調整 する 必要 は

な く 、 常に 正確 な撮 影枚 数を 示し ます 。

フ ィル ムカ ウン ター は3 6の 目盛 でフ リー にな り、

それ 以上 はフ ィル ムが 巻上 げら れて も進 みま せん 。

1 1一
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フィ ルム の入 れ方
フィ ルム の入 れ方

裏 蓋 の 開 閉
* フィ ルム を入 れる とき は必 ず日 陰を 選ん でく

ださ い。 日陰 のな い場 所で は自 分の 身体 の陰 を利

用す るの も一 つの 方法 です 。

* 操作 中レ ンズ に指 先を 触れ て指 紋な どつ けぬ

よう レン ズキ ャッ プを つけ てお いて くだ さい 。

* この フィ ルム の入 れ方 は、 さく らフ ィル ムの

フレ ーム ナン バー が、 各画 面の ほぼ 中央 に位 置す

る手 順で すか ら、 セル フコ ッキ ング レバ ーを チャ

ージ した 状態 にし てお いて くだ さい 。

ロ ック つま みを 起し

回転 して 矢印 を0 に合 わせ

その 方向 に倒 して 指先 で押

すと カメ ラの 裏蓋 は軽 くと

びだ しま す。

裏蓋 を閉 じる には ロッ クつ まみ を開 いた とき と

同 じ位 置に した まま で裏 蓋を 押し て閉 じ、 ロッ ク

つ まみ を起 し、 前と 逆の 方向 に回 転し て矢 印を C

に 合わ せて から その 方向 に倒 して おき ます 。

裏 蓋は 必ず ロッ クつ まみ の矢 印を 0の 位置 にし

て閉 じ、 裏蓋 を閉 じて しま った らロ ック つま みの

矢印 をC の位 置ま で回 して くだ さい 。

1 裏蓋 を開 き、 巻戻 しク ラン クを じゅ うぶ ん外

方に 引き だし てか ら、 マガ ジン (パ トロ ーネ ) の

頭部 をカ メラ の底 部の 方に 向け フィ ルム チャ ンバ

ーに 正し く落 し込 み、 巻戻 しク ラン クを 元の 位置

まで 押し 込み ます 。

- 12
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フィ ルム の先 端を 、 図 示の 方向 にさ し込 むと 、

巻 戻し 完了 の際 、 フ ィル ムが 停止 して 、 巻 取り ス

プ ール から はず れま せん から 、 無 理に 巻戻 しク ラ

ン クを 回さ ない で、 裏蓋 を開 いて 、 指 先で フィ ル

ム の先 端を はず して くだ さい 。

フ ィル ムの 先端 を巻 取り スプ ール の溝 にさ し

込 み、

2

ボ ディ レリ ーズ ボタ ンを 押し

フィ ルム の先 端を 、 図 示の 方向 にさ し込 んで お

け ば、 巻戻 し完 了の 際、 フィ ルム が巻 取り スプ ー

ル から 軽く はず れま す。 一般 には この 方向 にフ ィ

ル ムの 先端 をさ し込 むよ う、 おす すめ しま す。

パー フォ レー ショ ン( フィ ルム の穴 ) を スプ

ロケ ット の歯 に合 わせ なが らセ ルフ コッ キ

ッ グレ バー を静 かに 2回 押し 下げ てフ ィル ム

を スプ ール に確 実に 巻き つけ ます 。

3

-1 5-



フィ ルム 巻上 げの 良否

フィ ルム を入 れ終 って 裏蓋 を閉 じて から 巻戻

しク ラン クを 静か に矢 印の 方向 に巻 き、 フィ ル

ム のゆ るみ をな く し てお きま す。 フィ ルム が正

しく 巻上 げら れて いる と

巻 戻し クラ ンク の軸 が回

りま す。 これ によ って フ

ィ ルム が正 しく 巻上 げら

れて いる か否 かが わか り

ま すか ら、 フィ ルム 巻上

げの とき は常 に注 意し て

く ださ い。

ho ni

次に 裏蓋 を閉 じ、 ボデ ィ レ リー ズボ タン を押

しま す。

4

フ ィル ムイ ンジ ケー ターフィ ルム を巻 上げ ボ

デ ィレ リー ズボ タン

を押 す操 作を 2回 繰

返 すと 、 フ ィル ムカ

ウン ター は1 0手 前

の 黒ポ チを 指し てお

りま す。

5

カ メラ の革 ケー スの 裏

面 にフ ィル ムイ ンジ ケー

ター が取 付け られ てあ り

ま す。 カメ ラに 入れ てあ

るフ ィル ムの 種類 にし た

が って 、 こ れら の文 字を

指標 に合 わせ て使 用時 に

ま ちが いの ない ため に利

用し ます 。

林 ◆

0 02 00

以上 で撮 影の 準備 がで きま した 。

- 16 -



撮 影

撮影 の順 序

セ ルフ コッ キン

グレ バー を2 回

チ ャー ジす るレ ンズ キャ ップ

を取 る

5 焦点 を合 わせ
ライ トバ リュ ー

( 光值 数) を決

める

構図 を決 める

1 1 61 5 1 41 3 1 2 1 11 09 81 65

被写 体に 応じ 、

シ ャッ ター 速度

と絞 りの 適正 な

組 合せ を選 ぶ

3 6 ボ ディ レリ ーズ

ボタ ンを 押す

50 0 2 50 1o 0 s KO s

1 81 11 6 1 51 41 31 2 1 1 1 0



カメ ラの 構え 方

こ のよ うな 構え 方

な らば 両眼 をあ け

て 撮影 がで きま す。

鮮鋭 な写 真を 得る ため には 、

際 カメ ラぶ れを 起さ ぬよ うな 保持 法を とる こと が

た いせ つで す。 普通 、 横 位置 で撮 影す ると きは 、

左 手で セル フコ ッキ ング の操 作と 焦点 調節 を行 い

右 手で ボデ ィレ リー ズボ タン を押 すよ うに 構え ま

す 。 そ して ボデ ィレ リー ズボ タン を押 す指 先に は、

強い 力を 入れ ない で呼 吸を 止め て静 かに 押し てく

ださ い。

シャ ッタ ーを きる

コニ カI Aは 独特 の設 計を もっ てい ます ので 、

横 位置 でも 縦位 置で も楽 に連 続撮 影が でき ます 。

な お、 20 以下 の緩 速度 シャ ッタ ー使 用の とき

は、 カメ ラぶ れ防 止の ため 三脚 など にカ メラ を固

定し 、 ケ ブル レリ ーズ を用 いて 撮影 する よう に

し てく ださ い。

右の 構え 方も カメ ラ

の 安定 度は よい 。

セ ルフ コッ キン グレ バー は親 指で も

人 さし 指で も使 いよ い

2 0-



焦点 の合 わせ 方と

ファ イン ダー の見 方
焦 点を 合わ せる には ファ イン ダー をの ぞき な

が ら焦 点調 節レ バー を動 かす と、 ファ イン ダー 中

央 部に 見え る被 写体 の二 重像 の一 方の 像が 動き ま

す 。 こ の二 重像 が完 全に 合致 した とき が焦 点の 合

っ たと きで 、 レ ンズ の焦 点は 正確 に被 写体 に合 っ

て おり ます 。

焦 点を 合わ せる には

ファ イン ダー をの ぞ

き なが ら焦 点調 節レ

バー を動 かす 。 採 光式 ブラ イト フレ ーム ファ イン ダー です から

視野 の中 に明 るく 見え るフ レー ムに よっ て撮 影画

面が 区切 られ て見 え、 眼の 位置 によ る誤 差が ない

ため 撮影 画面 を正 確に 決定 する こと がで きま す。

また ファ イン ダー は等 倍率 です から 両眼 をあ けて

撮影 する こと がで きる ので 、 動 体撮 影な どに は特

に便 利で す。

焦点 が合 った

とき 。

パ ララ ック スは 完全 自動 修正

ファ イン ダー をの ぞき なが ら焦 点調 節レ バー を

動 かす と、 近距 離に なる にし たが って ブラ イト フ

レ ーム が小 さく なり なが らレ ンズ の光 軸方 向に

移動 する のが 見ら れま す。 これ はパ ララ ック ス自

動修 正装 置の 働き によ るも ので 、 単 にフ レー ムが

その まま 動く だけ でな く近 距離 にお ける 画角 の違

い( 近距 離に なる にし たが って レン ズが 前進 する

ため 画面 角度 が狭 くな る) まで 自動 的に 修正 が行

われ る画 期的 なフ ァイ ンダ ーで 、 各 距離 にお いて

ファ イン ダー 視野 と撮 影画 面は 常に 一致 して お

り ます 。

焦 点が 合わ ない

とき 。
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ライ ト リュ ーの 調節

絞り ·シ ャッ ター

共通 指標
た被 写界 深度 (被 写界 深度 の項 参照 ) を 調節 する

もの です 。 絞 り目 盛は 1目 盛絞 るご とに 明る さは

半減 する 関係 にな って おり ます 。 つ まり E/ 2. 8は

F/ 2の 半分 の光 量、 F/ 4は F/ 2. 8の 半分 の光

量と なり ます 。

シ ャッ ター 速度
目盛

絞り 目盛

25 02 50 25

2: 2. 8 4 15 .8 11 .1 60

旧来 の露 出の 決め 方は 絞り が幾 つで シャ ッタ ー

が 何分 の一 とい った 表わ し方 で、 同一 条件 下で 撮

影 中、 絞り を変 えた なら ば、 それ に応 じた シャ ツ

タ ー速 度を 目盛 上で 数え なが ら合 わせ 直す か、 頭の

中で 換算 しな がら 絞り とシ ャッ ター 速度 の関 係を

決め てい まし た。

18 11 16 15 14 13 10 9 8 1

M et re o1 05 32 15 12

16 84 28 16 22

ライ ト刈 ユー

目盛
ライ トバ リュ ー

指 標

ラ イト バリ ュー とは

コニ カI IA を上 部か ら見 ると 、 前 面か らシ ャツ

ター 速度 ダイ ヤル ·絞 りリ ング · ラ イト バリ ュー

リン グと 露出 に関 係あ る三 つの リン グが あり ます 。

F /5 .6 -1 /1 00 秒

F /8 -1 /5 0秒

F/ 11 -1 /2 5秒

上記 の絞 りと シャ ッタ ー速 度の 組合 せの 関係 では 、

絞 りは 1段 絞る と光 量は 半分 にな り、 シャ ッタ ー

速 度が 半分 にな るた め、 二つ のう ちど の組 合せ で

撮 影し ても 露光 量は 同じ にな りま す。

シャ ッタ ー速 度は B· 1 . 2. 5 . 10 . 2 5. 50

10 0- 25 0- 50 0 と あり 、 B はバ ノレ ブ露 出( ボデ ィ

レ リー ズボ タン を押 して いる 間は シャ ッタ ーが 開

い てい る) に使 用し 、 B 以外 の速 度目 盛は 瞬間 露

出 の逆 数を 示し てあ りま す。 つま り1 は1 秒、 2

ラ イト バリ ュー は光 値数 とも いい 、 絞 りと シャ

ッタ ー速 度の 二本 建で あっ た旧 来の 露出 の決 定を
一つ の数 値で 表わ した もの で、 被写 体の 明る さを

フィ ルム 感度 に応 じて 、 あ る基 準の 数値 で表 わし

たも のを いい ます 。

は ½秒 、 1 00 は 秒 を表 わし てい ます 。

絞 りは フィ ルム 面に 到達 する 光の 量を 調節 しま
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5 ラ イ ト バリ ュー 調節 のと き、 絞目 盛の 範囲 ま

た はシ ャッ ター 速度 目盛 の範 囲の 外に 回そ うと す

る と停 止し ます 。 こ のと きに はラ イト バリ ュー リ

ン グを その まま 反対 方向 に戻 して から セッ トし ま

す

調節 のし かた

1 ラ イト バリ ュー リン グの 両側 にあ るつ まみ を

持 って 、 ラ イ ト バリ ュー リン グを 押し 込み なが ら

回 して 、 適 正な ライ トバ リュ ーを ライ トバ リュ

指標 にセ ット しま す。 この 場合 には 絞り 目盛 は動

かな いで ライ トバ リュ ー目 盛と シャ ッタ ー速 度ダ

イヤ ルが 、 い っし ょに 動き ます 。

2 ライ トバ リュ ーを セッ トす ると 、 絞 りと シャ

ンタ ーの 組合 せが 幾と おり もで きま す。 この うち

どの 組合 せを 使っ ても 同一 露光 量に なり ます 。

3 その まま (ラ イ ト バリ ュー リン グを 押し 込ま

ない で) ライ トバ リュ ーリ ング を回 すと 、 絞 り目

盛と シヤ ッタ ー
速 度目 盛が 動き ます から 、 被 写体

の条 件、 つま り動 きの 速い もの には 速い シャ ッタ

シャ ッタ ー
速 度の ‰0 秒と 50 0秒 のと ころ は、

構造 上他 の倍 数速 度の 間隔 の2 倍に なっ てい ます 。

そ のた め⅛ 0秒 から )5 00 秒に 変え ると きは 、 ラ イ

ト バリ ュー 目盛 を1 目盛 多い 方へ ずら して から

秒に して くだ さい 。 こ の修 正を 行わ ない と絞 が2

段動 くの で、 同一 露光 量を 得る こと がで きま せん 。

ま た‰ 0秒 から 秒へ の変 更の とき は、 ライ ト

バ リュ ー目 盛を 少な い方 へ1 段ず らし て修 正し て

く ださ い

7 フィ ルム 巻上 げ後 (セ ルフ コッ キン グレ バ

チ ャー ジ後 ) の シャ ッタ ー
速 度変 更は 差支 えあ り

ま せん が、 25 0- 秒か ら 秒 への 変換 は機 構に 無

理 がか かり ます から 避け てく ださ い

8 ライ トバ リュ ーは 1目 盛ご とに 倍の 関係 にな

って いま すか ら、 フィ ノレ ター を付 けた とき 、 そ の

露 出倍 数が 簡単 に修 正で きま す。 つま り露 出倍 数

2 倍の フィ ルタ ーの とき は、 ライ トバ リュ ーを 1

目 盛少 ない 方へ ずら し、 1. 5倍 のフ ィル ター なら ば

半 目盛 少な い方 へ、 それ ぞれ 、 ず らせ ばよ いこ と

に なり ます 。

速 度に 、 反 対に 動き のな い被 写体 で奥 行の ある

もの を写 すに は、 シャ ッタ ー
速 度を 遅い 方に すれ

ば、 それ に応 じて 絞り は自 動的 に小 絞り にな りま

4 ラ イト バリ ュー リン グを 回す とシ ャッ ター 速

度 目盛 の合 った とこ ろで クリ ック する よう にな っ

て いま す。 絞り は等 間隔 目盛 で、 シャ ッタ ー速 度

は 倍数 速度 にな って いな いた め; 絞り 目盛 の中 間

で 止ま るこ とが あり ます 。 こ れは シャ ッタ ー速 度

に 比例 した 絞り の開 度を 保っ てい るた め、 当然 こ

の よう にな りま す。
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その 数値 をカ メラ の

ラ イト バリ ュー 目盛

にセ ット すれ ば、 絞

り とシ ャッ ター 速度

が幾 とお りも 組合 さ

れ ます 。

5 00 25 0 1 00 50 25 10 5

2 84 5. 68 0
.
11

2t y 1 81 7 1 61 51 41 3 1 2 1 1 1 09
21

ライ トバ リュ ーを 決め るに はラ イ ト バリ ュー (L V)

目盛 のつ いた 電気 露出 計を 使う と便 利で す。 フィ

ルム 感度 を合 せて 、 被 写体 のラ イト バリ ュー を読

み

| 動き の速 い被 写体 に

は 、 ラ イト バリ ュー

リン グを その まま

(押 し込 まな いで )回

し速 いシ ャッ ター 速

度 に。

50 0 2 50 10 05 02 5

ラ イト バリ ュー 12 を例 にす れば 、 下 記の よう な

絞 りと シャ ッタ ー速 度が 組合 され ます 。 そ のう ち

ど の組 合せ を使 って も、 同一 条件 下な らば 露光 量

は 同じ なの で同 一濃 度の ネガ が得 られ るこ とに な

り ます 。

2 2. 8 4 5. 68 11 16 12
18 1

1 61 5 1 4 1 31 21 11 0 9

動き のな い被 写体 で

奥 行の ある もの を写

すに は、 シャ ッタ ー

速 度を 遅い 方に する

と絞 りは それ に応 じ

て 小絞 りに なる 。

ラ イト バリ ュー 12 の場 合

絞 り | 4 | 6. 4· 9. 1 | 12 .8 | 2 0. 2
2 50 10 0 5 02 5 1 0 5 21 B

シ ャッ ター 28 4S 68 11 16 22
速度 |

/ 25 0
|

/1 00
1

/ 50
| / 25 |

/ 10
15 14 13 12 11 10 98 16 5

2 8-



絞り とシ ャッ ター 旧來 の使 い方 セル フタ イマ ーの 使い 方

旧 来の 方法 で絞 りと シャ ッタ ーを 別々 に合 わせ

て使 用し たい とき は、 次の 方法 で操 作し てく ださ

ライ トバ リュ ーリ ング をそ のま ま回 すと 、 絞
90 34

り目 盛と シャ ッタ ー速 度が いっ しょ に動 く構 造で

すか ら、 ライ ト刈 ユー リン グを 回し て絞 りを 先

に 指標 に合 わせ 、 そ れか らラ イト バリ ュー リン グ

を 押し 込み なが ら回 して シャ ッタ ー速 度目 盛を 指

標 に合 わせ ます 。

2 特に 絞り 目盛 だけ を動 かし たい とき には 、上

部か ら見 てラ イト バリ ュー リン グの 左側 のつ まみ

を押 し込 んで いれ ば、 絞り リン グだ け回 すこ とが

でき ます 。 こ の方 法は 一定 のシ ャッ ター 速度 で、

絞り だけ 変え なが ら撮 影す ると きな どに 用い られ

ます 。 こ の操 作に 便な るよ う絞 りリ ング の下 側に

ギザ ギザ が付 けて あり ます 。

セ ルフ タイ マー レバ ーを 図の よう にチ ャー ジ

し 、 ボ ディ レリ ーズ ボタ ンを 押す と、 セル フタ イ

マ ーが 作動 し、 約1 0秒 経過 して シャ ッタ ーが きれ

ます 。 セ ルフ タイ マー のチ ャー ジは シャ ッタ ーチ

ャー ジの 前後 いず れで も差 支え なく 、 約 90 °以 上

の 位置 なら ば任 意の とこ ろで 使用 でき 、 B 以外 の

各 速度 で作 動し ます 。

セ ルフ タイ マー は、 お家 族そ ろっ ての 記念 撮影

や、 ハイ キン グ、 ご旅 行の 記録 など で大 いに 活躍

しま すが 、 そ の他 にも 接写 や顕 微鏡 撮影 のよ うに 、

シ ャッ ター をき る際 のカ メラ ·ぶ れを 酸に 警戒 し

な けれ ばな らな いよ うな 場合 にも 使用 して 効果 が

あ りま す。

25 0 1 00 50 25 10

22 84 5. 6 8 18

16 15 14 13 12 11 10 9T

矢印 のと ころ を押 し込 んで いれ ば

絞 りリ ング だけ 回せ る
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被写 界深 度

距 離目 盛

あ る被 写体 に焦 点を 合わ せた とき 、 そ の前 後に

おい ても 焦点 の鮮 鋭に 写る 範囲 があ りま す。 この

鮮鋭 に写 る範 囲を 被写 界深 度と 称し 被写 界深 度

は 絞り と距 離に 関連 して おり ます 。 つ まり 一定 の

距 離に おい ては 絞り を絞 るほ ど被 写界 深度 は深 く

な り、 一定 の絞 りな らば 被写 体ま での 距離 が遠 い

ほ ど被 写界 深度 は深 く、 近距 離に おい ては 浅く な

り ます 。 ま た被 写界 深度 は焦 点を 合わ せた 被写 体

の 後方 に深 く前 方に 浅い 性質 をも って おり ます 。

被 写界 深度 は被 写界 深度 目盛 によ って 知る こと

がで きま す。 距離 指標 を中 心に して 絞り 目盛 が両

側に 記し てあ りま すが 、 上 側か ら見 て左 側は 深度

の遠 い方 の限 界を 、 右 側は 近い 方の 限界 を表 わし

Me tr eC o1 0 5 32

22 16 84 24 8 1 62 2

被 写界 深度

目盛

距離 指標

被写 界深 度( 焦点 の鮮 鋭に 写る 範囲 ) は 被写 体

ま での 距離 が遠 いほ ど深 く 、 絞り を小 絞り にす る

ほ ど深 くな り、 焦点 を合 わせ た被 写体 の後 方に 深

く 前方 に浅 いも ので す。

0

■ 11

被写 体距 離

被 写界 深度3m

F/ 4

て おり ます 。

た とえ ば被 写体 まで の距 離が 5メ ート ルで あっ

たと する と、 F/ 4に 絞っ た場 合は 4メ ート ルカ あ

7 メー トル まで の間 は鮮 鋭に 写り 、絞 りを F/ 8

に した とき は3 .5 メー トル から 11 メー トル まで が

被 写界 深度 に入 るこ とが わか りま す。

5m

F/ 4

F /8
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ケー ブル レリ ーズ の使 い方 フラ ッシ ュ同 調撮 影

ケ ーブ ルレ リー ズを 使

用 する とき は、 ボデ ィレ

リー ズボ タン の頭 部が ね

じ 込み キャ ップ にな って

おり ます から 、 こ れを は

ず し、 ボタ ン内 部の レリ

ーズ ねじ にね じ込 んで 使

用 しま す。

フラ ッシ ュ同 調撮

影を 行う とき には 、

フ ラッ シュ 接続 プラ

グに -フ ラッ シュ ガソ

のコ ード を接 続し ま

す

90 3

フ ラッ シュ 接続 プ

ラ グは B型 (ド イツ

式) です 。

赤 外補 正マ ーク

me tr e0 o 1 0 5 32

22 16 84 24 8 1 62 2

シ ンク ロ切 替レ バー

は使 用す るフ ラッ シュ

バル ブに 応じ て所 要の

マー クに 合わ せま す。

さく らフ ィル ム赤 外7 50 その 他の 赤外 フィ ルム

によ る赤 外撮 影の とき は焦 点の 位置 が少 しず れる

ので 補正 を要 しま す。 被写 界深 度目 盛中 の赤 印の

4が 赤外 補正 マー クに なっ てお りま すか ら、 距離

計で 普通 に焦 点を 合わ せた 後、 距離 指標 で距 離目

盛を 読み 、 そ の読 み目 盛を 赤外 補正 マー クま で移

動す れば 正し い焦 点が 得ら れま す。

M級 バル ブ→ M接 点

F 級バ ルブ →F 接点

スト ロボ →X 接点
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フラ ッシ ュ同 調テ スト

M接 点の 使用 法
コ ニカ II IA は完 全

な 二重 露出 防止 機構 a

に なっ てい ます が

次 の方 法に よれ ばフ

イル ムは 進ま ず元 の

位 置で 止ま るの で

フ ィル ムを むだ にし

ない で何 回で もシ ャ

ッ ター がき れま すか ら、 フラ ッシ ュの 同調 テス ト

を 行う こと がで きま す。

1レ ンズ キャ ップ を付 けシ ャッ ター をき ると 一回

M接 点は M級 (タ イム ツー ピー ク2 0ミ リセ コン

ド内 外の フラ ッシ ュバ ルブ を使 用す ると 、 シ ャッ

ター 速度 は⅓ 00 秒ま でい ずれ の速 度に も完 全同 調

し ます 。

F 接点 の使 用法

F接 点は F級 のフ ラッ シュ バル ブを 使用 し全 速

度 の同 調撮 影が 可能 です 。

な おF 級フ ラッ シュ バル ブの タイ ムツ ーピ ーク

はJ IS (日 本工 業規 格) では 10 ミ リ セコ ンド 以下

とな って おり ます が、 実際 は5 ~1 0ミ リセ コン ド

の 間に あり ます 。 し たが って 10 ミ リ セコ ンド に近

いF 級フ ラッ シュ バル ブで はX 00 秒よ り遅 い速 度

で ご使 用に なる ほう が安 全で す。

テス トが でき ます 。

2 巻戻 しク ラン クを 起し て矢 印の 方向 に巻 きフ ィ

X 接点 の使 用法

X接 点は シャ ッタ ーの 羽根 が全 開し たと きシ ン

ク ロの 接点 が閉 じる ので スト ロボ (閃 光放 電管 )

を 使用 する 場合 に用 いま す X接 点で フラ ッシ ュ

バ ルブ を使 用す ると き8 %秒 以下 の緩 速度 なら ば

同 調さ せる こと がで きま す。

ルム のゆ るみ をな く し 、

3 巻戻 しボ タン を押 し、

4フ ィル ムを 少し (巻 戻し クラ ンク の幅 ぐら いで

よい )戻 し、

5セ ルフ コッ キン グレ バー をチ ャー ジし ます 。セ イコ ーシ ャM XL シャ ッタ ーは 、 M 接点 のと

きに は同 調ガ バナ ーと 同調 レバ ーが 働き 、 F 接点

では 同調 レバ ーの みが 働き 、 X 接点 では この 両者

共に 働か ず休 止す る構 造に なっ てお りま す。 した

がっ て切 替レ バー は同 調撮 影を しな いと きは に

セ ット して おく のが シャ ッタ ーの 保護 のた めに も

な りま す。

この 方法 を応 用す れば 再露 出も 可能 です が、 画

面 と画 面の 完全 な一 致は 望め ませ ん。 しか しネ オ

ン や花 火な ど再 露出 によ る写 し込 みに は利 用で ぎ

3 7
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フィ ルム の巻 戻し

フィ ルム カウ ンタ ーが 36 にな った 場合 、 ま た

は フィ ルム が巻 けな くな った とき はフ ィル ムが

終り にな った わけ です から 、 無 理に セル フコ ッ

キ ング レバ ーを 動か さな いで フィ ルム を巻 戻し

ます 。

次 に裏 蓋を 開き 巻戻 しク ラン クを 外方 に引 出し マ

ガ ジン (パ トロ ーネ ) を 取出 しま す。

フィ ルム を巻 戻し マ

ガ ジン (パ トロ ーネ )

を カメ ラか ら取 り出

すと きに は日 蔭で 操

作 して くだ さい 。

ま ず巻 戻し ボタ ンを 押

し (巻 戻し ボタ ンは 自動

解除 のた め一 度押 せば よ

い ) 巻 戻し クラ ンク を起

して 矢印 の方 向に 回転 す

る とフ ィル ムは もと のマ

ガジ ン( パト ロー ネ) に

巻 戻す こと がで きま す。

最後 に巻 戻し クラ ンク が

重 く感 じま すが 、 フ ィル

ムが スプ ール から はず れ

る とき は一 度重 くな って

急に 軽く なり ます 。 こ の

と きが フィ ルム が全 部マ

ガジ ン( パト ロー ネ) に

巻 戻し され たと きで す。

フィ ルム が終 りに なっ てい るの に無 理に 巻上

げる と、 パー フォ レー ショ ンが きれ たり して 巻

戻 しが でき なく なり 、暗 室内 でフ ィル ムを 取り

出さ なけ れば なら なく なり ます から 、最 後の 無

理 な巻 上げ はや めて くだ さい 。

*

フィ ルム が終 りに なっ てセ ル· フコ ッキ ン· グレ

バー が途 中で 止っ た場 合に は、 セル フコ ッキ ン

グ レバ ーは もと の位 置に 戻ら ず、 ボデ ィレ リ

ズ ボタ ンも 押せ ませ ん。 この 場合 には 巻戻 しボ

タン を押 して から セル フコ ッキ ング レバ ーを ス

ト ロー クい っぱ い押 すと 、 も との 位置 に戻 りま

す
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マガ ジン とフ ィル ムの つめ 方

コ ニカ 専用 マガ ジン が発 売さ れて お

り ます 35 mm フィ ルム 36 枚撮 が収 容で

きる 、堅 牢な 黒塗 り総 金属 製で 永久 使

用 がで き、 しか も光 線も れ、 スリ 傷な

どの 故障 が絶 対に なく 、 フ ィル ムも 経

済 的で すか ら、 ぜひ ご使 用を おす すめ

いた しま す。

*マ ガジ ンは 外筒 、 内 筒お よび スプ ール の二 つの

部分 より なっ てお りま す。

*外 筒の ばね を押 し上 げる と安 全装 置が はず れま

すか ら、 その まま 内筒 を右 回り に止 まる まで 回

す と外 筒と 内筒 のフ ィル ム引 出口 が合 いま す。

*次 にス プー ルの 頭部 をつ まん で引 出す と、 内筒

次に フィ ルム 引出 口を 合わ せて 外筒 には め、

スプ ール の頭 部を つま んで 左に 回す とフ ィル ム

引 出口 にフ ィル ムの 先端 が出 ます 。

4

とス プー ルが 外筒 から はず れま す。
フィ ルム の先 端を つま んで 10 cm くら い引 出し

内筒 を左 に回 すと パチ ンと 音が して 安全 装置 が

か かり ます 。

5

フィ ルム のつ め方

スプ ール の頭 部を 手前 にし て左 手に 持ち 、

ィ ルム を右 手に 持っ て乳 剤面 を下 側に して 、 ス

プー ルの 溝に 先端 をさ し込 み端 を折 返し てお き

ま す。

1 フ

フィ ルム の取 扱い はセ ーフ ライ トの 下か 暗黒

下で 行っ てく ださ い。

乳剤 面を 内側 にし てス プー ルに フィ ルム を巻

きつ けま す。 巻き つけ 終っ たフ ィル ムの 端を 1

c m位 のと ころ から 外側 に折 って おき ます 。

2 フィ ルム をス プー ルに 巻き つけ る際 、 乳 剤面

に指 紋を つけ ぬよ うに して くだ さい 。

フ ィル ムの 巻き つけ がゆ るま ない よう に注 意

し なが らス プー ルの 頭部 の方 から 内筒 には め込

みま す。

フィ ルム はス プー ルに 固め に巻 きつ けて 行き

ます 。巻 き終 って から 締め 直す とフ ィル ムに き

ず が入 りま す。

一4 0一 41



カメ ラの 手入 れ

被 写界 深度 表
屋 外で 使っ たあ との カメ ラに は埃 が付 いて いる

もの で、 こと に雨 天の 日や 海辺 など で使 用し たぁ

と放 置す ると 、 カ メラ に付 着し た水 分や 塩分 の影 .

響 を受 けて シミ や銹 が生 じた り、 レン ズの ヤケ や

腐 食の 原因 にな りま す。

ヘキ サノ ンF /2 48 mm 被写 界深 度表 (フ ィー ト)

3. 5 4 56 81 01 52 55 0 a 03 .0 3 . 54

2' 11 \3 53 11 4' 10 59 7 6 93 13 42 0 8 35 21 17 '0

21 1\ 3' 5 3 '1 0\ 4' 9 5 '8 7' 49 12 '1 09 41 '6 \8 3' 10

2' 11 \3 '4 \3 '1 0\ 48 56 7' 1 8 81 2' 11 7' 82 7 2 \5 81 0

2 31 37 \ 4 2 5 36 ' 4 87 10 23 1' 78 6 9 \

2 .8 3' 1\ 38 \4 25 46 5 8 10 11 3 1 82 35 4 1 23 0\ボデ ィは 刷毛 で埃 を払 った のち 柔か い布 かセ ー

ム 皮な どで 拭き 、 ボ ディ の内 部も 刷毛 で埃 を払 っ
3 123' 2 3 '8 43 \5 5 6 92 \1 1' 11 \1 9' 11 \4 3' 1\ 33 1' 0 o o

5 .6 33 \3 9\ 4' 4\ 5' 7\ 9 1 2' 11 23 '0 60 9oo
1 01 3 8 \1 8 9 \ 2 9 7

83 '3 \3 '1 0\ 4' 7 5 '1 1\ 75 10 9 1 4' 10 12 91 01 59 0\ 00 0
て 常に きれ いに して おき ます 。 2 '9 \3 '2 \3 '7 \4 ' 4 55

レン ズと ファ イン ダー 窓は 羽毛 か柔 かい 刷毛 で

埃 を払 う程 度に とど めて おく よう にし 、 指 紋な ど

付 けた とき には 、 洗 い晒 した 清潔 な木 綿布 にご く

少 量の アル コー ル( エー テル を混 ぜる とよ い) を

付 けて 軽く 拭き 取り ます 。 多 量の アル コー ルを 用

い ると 内部 機構 に浸 透し て故 障の 原因 にな りま す。

シャ ッタ ーに 油は 禁物 です 。 絶 対に 注油 など し

2 ' 8 3' 3' 6\ 4' 2\ 4' 10 \9 l1 ' 9 15 2 2 1' 7
3 '5 4' 1 4 96 4 8 11 2 4 \1 8 2 47 10 \0000

2 '6 \2 '9 3' 1 3 7\ 4 9 5 5 6 6 \9 91 \1 0' 11 \
3 11 \4 '1 0 6 0 8 8\ 12 7 2 82 \ 1 10 '5 \0000

ヘ キサ ノン F2 48 mm 被写 界深 度表 (メ ート ル)

距畦 目盛
ない でく ださ い。 3. 0 0 10 .00. 91 .0 .2 1. 52 .0 0o

距離 計部 後面 の丸 ボタ ンは -- 距離 計左 右像 調

整 ねじ 部の カバ ーに なっ てお りま す。 一般 には 取

は ずし しな いよ うに お願 いし ます 。

0 .8 9 0 .9 8 1 .1 71 .4 51 .9 2. 78 4. 41 7. 85 35 .7 4
0 .9 21 .0 32 4 1 .5 62 .1 13 .2 75 .7 91 3. 82
0. 88 0. 97 1. 16 1. 43 1. 87 2. 71 4. 21 7. 23 25 .5 6

0 .9 30 41 .2 5. 59 2. 16 3. 38 6. 17 16 .3 1
0 .8 70 .9 61 .1 41 .4 01 .8 2 2 .6 03 .9 4 6 .4 81 7. 92
0. 94 .0 51 28 1. 62 2. 23 3. 57 6. 82 22 .4 0

2 .8

| 1 .1 1 | 1. 36 1. 75 | 2 .4 6 3 .6 4 5 .6 7 1 12 .8 35 .6 0. 96 10 7. .6 82 .3 43 .8 68 .0 84 4. 77
0. 84 0. 92 1. 08 .. 67 2. 29 3. 26 4. 79 9. 91
0. 98 .3 6772 .5 24 .4 11 .0 2
0 .8 10 .8 91 .0 41 .2 51 .5 72 .1 02 .8 94 .0 6. 58
1. 02 .1 54 1. 89 2. 80 5. 37 20 .3 1

0 .7 80 .8 50 .9 8. 71 .4 31 .8 62 .4 33 .1 74 .5 5
1 .0 81 .2 35 7 2 .1 5 3 .4 38 .4 6
0 .7 4 0 .8 10 1. 08 1. 30 1. 63 2. 05 2. 54 3. 34
1. 17 1. 35

ファ イン ダー 窓の 部分 はプ リズ ム面
-- 光学 ガ

ラ スで でき たプ リズ ム面 のた めレ ンズ 同様 たい せ 1 6
つ に取 扱い 、 指 紋な どつ けぬ よう 注意 して くだ さ

1 .7 82 .5 8 4 .7 32 9. 21
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